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菌根 の ポリリン 酸蓄積は窒素添加により促 進される
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【背景］植物 の 根 に 共生するア
ーバ スキ ュ ラ

ー
菌根 菌（AM 菌）は 、土壌 中の リン 酸を植物に供給し植物 の 生育を促進す

る働きが ある。また AM 菌は士壌中の 無機態窒素を吸収 し植物 へ 供給するとの 報告もあり、低 リン ・低窒素条件 で 生育

する植物 の 養分獲得に 大きく寄与して い ることが予想される。本研究で は、AM 菌 の リン 酸 の 貯蔵物質 で あり、AM 菌か

ら植物 へ の リン 酸供給 の 指標 となるポリリン 酸 の 蓄積に 、土壌 中の 無機態窒素が及ぼす影響を明らか にするこ とを目的

とした。［方法］川砂 450g を充填 した ポ ッ トに 長ネギ の 苗 3 本 を植え 、 そこに AM 菌 G’o 溺   3　intraradieesの 胞子約 600

個を接種した。窒素源として硝酸態窒素の みを含む液肥を添加して 5週 間栽培 した後 、脱塩水 で 硝酸態 窒素を洗 い 流

した。そ の
一一

週 間後に硝酸アン モ ニ ウム を無添加（NO 区）、ポ ットあた りlmgN （N1 区）または 10mgN （NlO 区）添加す る

各処理 区を設けた。添加 3 日後および 7 日後 に 各処理 区 3 ポッ トず つ 解体し、植物の 生 育、リン お よび 窒素含有率、

根内 の ポ リリン 酸等を分析 した，
ポ リリン 酸 の 分析 に は 、 約 20残基 以 上 の 長鎖ポリリン 酸を測定対象とするPPK 法と、20

残基以下 の ポリリン 酸も測 定対象とする PPX 法を合 わせ て 用 い た。［結果］植 物 の 生 育量やリン お よび窒素含有率は 、

処理 7 日後で NO 区に比 べ て窒素添加区 で有意に高い 値 となっ た。　AM 菌感 染根内 の ポリリン酸 の 蓄積は 、 窒素添加

に より促進され る傾 向 に あり、処理 3 日 後 で NO 区 に 比 べ て 窒素添加 区で 約 35 倍 蓄積して い た。また各処 理 区とも、

処理 3 日後 か ら7 日後 にか けて 特に長鎖 ポ リリン 酸 が 減少す る傾 向が 認 め られ た 。 この ことか ら、培土 へ の 窒素添加に

よりAM 菌の リン 吸収お よ び植物 へ の リン 供給が促進されるこ とが示唆され た、，
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バ レ イシ ョ葉面 お よび根圏に 生息する蛍光性 pseudornonadsの ア シ ル 化ホモ セ リン ラクトン 生産性
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【目 的1バ レ イシ ョ周 辺 に お けるアシ ル 化ホ モ セ リン ラク トン （AHL ）生産性蛍光性 シ ュ
ー

ドモ ナ ス の 分布 と機能 特性 を評

価し、農業 有用機能 保持株 を選 抜 する。 【方 法】短 ア シ ル 鎖ホ モ セ リン ラクトン （HSL ）応 答 性 が高 い レ ポ
ー

タ
ー

Chromobacterierm　violaeeunvCVO26 　ikに加えて 、新た に 長 ア シ ル 鎖 HSL 応答性 レ ポーターC．・viotaceumVIR24 株を作

出 し、両株による広範囲 AHL 検 出法を確 立 した。日本各地 の バ レイシ ョ産地 か ら、葉お よび 根を収集し、蛍光性 シ ュ
ー

ドモ ナ ス を分離した 。 各株 の AHL 生産性 を調査 、そ の 機能特性を評価した。【結果 および 考察】バ レ イシ ョ分離株 459

株 中、葉由来株 か ら20 株 （葉面株 中 12．6％）、根 由来株から28株 （根面株中9．3％ ）の 計 48 株 （全 体 の 13．3％ ）が AHL

を産生 した。薄層クロ マ トグラフ ィ
ーに より、菌株毎に短1長 ア シ ル 鎖 の 多様な HSL を 産 生 して い るこ とが 確認され た 。

16S　rRNA 遺伝子 に 基 づ く系統解析 の 結果 、
バ レ イシ ョ葉お よ び根に 生息して い る AHL 生産性蛍光性シ ュ

ードモ ナ ス

は、系統的に異なる3 つ の グル
ープ に区分 で き、さらに産生す る AHL 分子 の 種類、バ イオ フ ィル ム 、運動性、抗菌物質

産生能 等の 機能特性お よび葉と根という生息箇所 がグル
ー

プ別 に特徴付けられるこ とが 判 明した。蛍光性 シ ュ
ードモ

ナ ス の 作物病害防除作用および作物生 育促進能などを農業利用す る際 に は 、機能 を保持 して い るだ けで なく、 その 菌

株 の 生態的 特 性 を考慮す る必 要性も推測され た
。
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